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論文内容の要旨 

筋萎縮性側索硬化症（以下 ALS）と前頭側頭葉変性症（以下 FTLD）は臨床病理学的にも遺伝

学的にも有意に重畳することが示されている。認知症乃至 FTLD の代用指標として、人工呼吸

器装着下の ALS 入院患者多数例で、CT 画像を定量的に計測して脳萎縮の出現率とその特徴を調

べた。 

前側頭葉と前頭葉の萎縮そして側脳室下角と前角の拡大を４構成要素として計測して、92 名

の ALS 入院患者（年齢 68.3±11 歳；罹病期間 7.6±4.8 年）と 42 名の年齢調整された健康対

照者(年齢 60.4±13.6 歳)で脳萎縮の程度を評価した。 

ALS 患者の半数以上が、正常対照の平均値より 2SD 以上離れていた。比率は前側頭葉で 92 例

中 58 例(63％)、前頭葉で 74 例(80％)、下角で 55 例(60％)、前角で 48 例(52％)だった。ALS

患者は対照群に比し側脳室前角(p = 0.06)以外で萎縮が有意だった（共分散分析 ANCOVA, p < 

0.05）。萎縮度 4 要素の非階層クラスター分析で ALS 患者は以下の５型に分割された。１）正

常から軽度の前頭側頭皮質萎縮（51％）、２）軽度の前頭側頭葉萎縮（26％）、３）中等度の

前頭側頭葉萎縮（15％）、４）重度の前頭側頭葉萎縮（4％）と５) 重度の側頭葉萎縮（3％）。 

人工呼吸器装着下 ALS 患者で CT 上半数に明瞭な前頭側頭葉萎縮（２型から５型）が認めら

れ、半数に FTLD の合併が示唆された。 

 


